
 

 

令和 3年度 第 9回運営委員会議事録 

 

■日時：令和 3年 1月 24日（月）14:00～16：00 

■手法：Web会議システム(Zoom) 

■参加：鈴木勝行、宮﨑弘子、渡邉勇、浅井敬三、川島秀男、廣川千恵子、佐藤英人、山本実穂 

 山本悦男、木内勝司 

■議長：鈴木勝行 

■書記：宮﨑弘子 

■資料：議事次第、遡上調査報告書案、土地改良区への要請書 

 シンポジウム関係（ZOOM シンポジウム開催要領案（V1）、ZOOM 利用シンポジウム参加要領

（案）、ZOOMを初めて利用する人へ） 

 

■議題 

1. 標識アユの遡上調査について 

・調査報告書案を作成（16ページ冊子、資料） 

・報告書の印刷・作成は大熊さんが依頼している印刷会社に発注予定。100部印刷予定。 

 ➡打診したところ予算内で可能とのこと。 

 

2. 河川環境についての要請と実施計画 

①浅間堰・長楽堰に対する遡上改善施工についての要請書を持参して、県と土地改良区に出向き話

を進める。 

 ・川島町土地改良区理事長宛の要請書「都幾川水系へのアユ復活に向けた長楽堰の遡上環境改善

活動についてのご理解、ご協力のお願い」を確認した。 

 ・長楽堰は 2月後半に完成の予定なので、現地に出向き有効な方法を検討する。 

（担当：鈴木、山本、浅井） 

 ・浅間堰次年度以降対応の予定。 

➁西武鉄橋床固め工に対する魚道設置について飯能県土整備事務所に相談に行く(未実施)。 

③農林振興センターに確認したところ、今後の都幾川・高麗川での魚道新設の予定はないとのこと。 

 

3．一斉水質調査について 

 ①武州入間川 PＪ活動助成金について 

・2021年度「武州入間川ＰＪ」助成金完了報告書は仮提出済み。確認の返事が届き次第本提出の

予定。 

・2022年度申請書は 2月中に提出の予定。 

➁全国一斉水質調査について 

水環境マップ実行委員会から 2022年度の調査団体の調査地点数の報告依頼が届いている。（渡邉） 

➡大熊さんに取りまとめをお願いする。（連絡：宮﨑） 

 

４．サイサン環境保全基金について 

 ➡申請する（2/15締切り） 

 （内容）・調査活動（魚道設置が一段落したので標識放流せずにアユの遡上調査を実施） 
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 ・魚捕り体験イベント（例年通りの実施を予定） 

 

5. シンポジウム(3月 20日)（募集やオンライン参加者への事前アナウンス等）について 

①開催要領（資料参照） 

 ・開催アナウンス 2月 20日（日） 

メール交信のある方に案内送付（鈴木）、参加申し込みは HPで受け付けることを明記 

 ・トラブル対応のための主催者予行演習：3/7（月）14：00～  参加者予行演習 3/13（日） 

 ・発表者：遡上調査（鈴木、金澤） 水質調査（渡邉、佐藤） 

 

６.その他 

・日本釣振興会からの救命具寄贈に対して募集申請済み(S・M各 10着) 

・鴻巣市コウノトリ野性復帰センター見学会 

（日時）2月 7日(月)、（集合）10：00 現地(コスモスアリーナふきあげ上流側駐車場) 

・武州・入間川プロジェクト活動報告パネル展(アトレ川越 6階ギャラリースペース)。 

１月 24日 9:30搬入(鈴木)、30日 16:00搬出(宮﨑) 

 ・ZOOM：有料にて年間契約をすすめる。（担当：佐藤） 

 

◆次回予定 令和４年度 第 10回運営会議 / 日時：2022年 2月 21日(月) 14:00〜 

 場所：Web会議システム(Zoom) 

以上 
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